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2．生活史モデル －資源の回遊を想定する－  

 生活史は、生物が生まれて成長し、繁殖後に死に至る過程のことです。つまり生活史の

理解は生まれてから死ぬまで、いつ、どこで、どのように生活しているかを理解すること

です。水産資源解析は、水産資源の状態を理解し、その管理の方策を提案する技術です。

この技術を適切に使用するためには、生物としての水産資源を理解する必要があります。

その第一歩として水産資源の生活史を理解することが必要です。しかし、水産資源は広い

海に生息していますから、その全容を正確に把握することは困難です。そこで水産資源解

析のためにはおおよそでも良いので、水産資源の全体像を描くこと、モデル化することが

必要です。それに従って情報を収集し、得られた情報でまだモデルを修正することになり

ます。 

 

2.2 具体例 

2.2.1 生活史モデル 

 最近の例では、日本海のサワラの生活史モデルがあります（木所・戸嶋 2012）。漁獲の

情報を時期的に、また地域的にまとめると、サワラ資源の日本海での回遊を把握すること

ができます（図 2.2.1）。さらに、この報告ではサワラの生活史段階ごとの量的関係から

漁獲量の予測が試みられています（図 2.2.2）。このような情報は資源管理や漁業管理に

役立ちます。また、生活史モデルは今後の調査研究の立案にも役立ちます。 
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図 2.2.1 日本海におけるサワラの生活史の模式図（木所・戸嶋 2012） 
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図 2.2.2 近年の石川県～京都府における秋のサゴシ銘柄漁獲量と翌年秋のサワラ銘柄漁獲

量および翌々年春のサワラ銘柄漁獲量の関係（2004 年は除く）（木所・戸嶋 2012） 
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